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	 言語がどのように空間移動を表すかについては、興味深い言語差があることが知られている。

Talmy (1991) は、移動の経路が文のどの位置で表現されるかという観点から、世界の諸言語を動

詞枠付言語と付随要素枠付言語に分類した。松本 (2017)は Talmyの類型論の用語的問題と概念的

問題を議論した上で、移動の表現パタンを、文の主要部（主動詞）で経路を表現する主要部表示

型と、それ以外の要素（接置詞、不変化詞、名詞格接辞など）で表示する主要部外表示型に分

け、どちらが優位かによって言語を分類できるとした（Matsumoto 2003も参照）。事情を複雑に

しているのは、経路の表現位置が経路のタイプによって異なることである。たとえば、着点へ向

かう経路(TO)は主要部外の要素、特に接置詞や格接辞で表される傾向があるのに対して、上方向の

経路（UP）は動詞で表現されることが多い（松本 2017）。本ワークショップでは、諸言語の様々

な経路の表現方法を統一的な通言語的ビデオ実験によって調査した結果を報告し、経路のタイプ

とその表現位置に関する一般化を試みる。それに基づき、移動表現の類型を再考する。 

今回報告するのは、10言語に関して様々な経路の言語表現を調査したプロジェクトの成果の一

部である。具体的には、フランス語、タイ語、クプサビニィ語、シダーマ語、タガログ語におけ

る、FROM, TO, TOWARD, PAST, VIA 

(+BETWEEN/UNDER), ALONG, AROUND, INTO, OUT, 

ACROSS, THROUGH, OVER, UP, DOWNの経路に関する

研究結果を報告する。これは、人がこれらの経路

を移動するビデオ映像をコンピューター上で映

し、それを各話者の言語がどのように表現するか

を調べたものである。移動の様態は歩きと走りの

2種類である。 

調査対象の経路には、通言語的に見て、主動詞でコード化されやすいもの、主動詞以外でコー

ド化されやすいもの、またその

中間的なものとして多様な形で

表示されるものがある。つま

り、これらは主動詞で表現され

るかどうかに関して一定の傾向

を持つ。その傾向を表示するの

に使われるのが図１の経路マッ

プスケールである。 

 

図 1 経路マップスケール 
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これは、経路を a)上下方向を表すもの、b)境界越えを含むもの、c)経路局面(FROM/TO)を含むも

の、d)場所的に理解しうるもの、という観点から分類し、さらに主動詞で表現されやすいものほ

ど右側に配置したものである。（なお OVERについては、使用したビデオ映像から OVERを表す表

現をうまく引き出すことができなかったため、ここでは考察から外している。） 

	 詳細な調査結果は、各言語についての発表の中で

提示する。ここでは、全体の比較結果について述べ

る。図 1のマップスケールに、タイ語、クプサビニ

ィ語、シダーマ語で、主動詞（あるいはそれに準じ

る動詞）によって経路が表現される度合いを示した

のが、図 2-4である（フランス語とタガログ語に関し

ては守田、長屋による発表資料を参照のこと）。これ

は、当該経路を表すために動詞が以下の形で使われた

比率を示している。a)単文の主動詞、b)複文の主節の

主動詞、c)重文のどちらか一方の節の主動詞、d)単

文・重文における動詞連続をなす動詞のいずれか一

つ、e)単文、重文で複雑述語をなす動詞のいずれか一

つである。その比率が 66.7%以上の場合に赤、

33.3~66.6%の場合に黄、33.3%未満の場合に無色で表

示している（当該経路について何ら言及していない回

答は分母に入れていない）。一続きに着色している場

合は、それぞれのシーンに対して一番多く使われた動

詞が同じ動詞であることを示している。 

従来の類型論では、経路を一括して扱って議論を進める傾向があった。しかし、本ワークショ

ップの結果からは、上記のマップスケールにおいてどの程度広い領域を主動詞でコード化するか

という観点から、程度性のある形で移動表現の類型を捉えることができる。 
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